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③-1-１「チーム員100万人」の位置づけ

平成18年度8月10日時点で、60万人を越える個人チーム員登録を達成しており、今後は県単位で
の連携、企業（松下、日立、三菱自動車など）との連携、メディアとの連携、ＷＥＢコミュニティとの連
携などで100万人を大幅に超えるチーム員獲得への道筋は既に見えています。

しかし、博報堂は「100万人のチーム員獲得」はゴールではなく、あくまでも630万人の具体的な行動
実践に向けた 初のステップだと位置づけています。
この「 初の100万人」は、率先主義により 初に自発的に手を挙げてくれた100万人であり、この100
万人を強力な“テコ”として、次の目標である630万人の具体的な行動実践を誘発していくことを念頭
に活動しています。

博報堂の後期の活動は、すでに次のステップに向けて走り始めています。

チーム員チーム員
“最初の“最初の100100万人”万人”

630万人の
具体的行動喚起へ
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③-1-1「チーム員100万人の達成」における継続点と進化点

+

継続（18年度前期の成果） 進化

継続点１：
「チーム員100万人の達成」を効率的かつ効果的に遂
行するメカニズムの構築を前期に引き続き実施

継続点２：
メディアとの連携によるチーム員獲得企画を前期に引
き続き実施

継続点３：
経済団体及び企業・団体への積極的な働きかけを前
期に引き続き実施。

進化点１：「都道府県をテコとしたチーム員の
獲得」
都道府県単位で、県の主要なプレーヤー（自治体、
県センター、地元メディア、地元企業・団体、ＣＳＯ
等）との連携による、チーム員拡大企画の実施。

進化点２：「ＷＥＢコミュニティーをテコとしたチー
ム員の獲得」
ＳＮＳ等のＷＥＢコミュニティとの連携によりユーザー間
コミュニケーションを活用したチーム員拡大企画の実
施。

進化点３：「メディアをテコとしたチーム員の獲
得」
メディアの国民運動チーム・マイナス６％への理解がさ
らに深まり、多くのプレーヤーを巻き込むパワフルな運
動体となってチーム員拡大企画を実施。
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③-2「チーム員100万人の達成」における連携企業・団体の拡大

図表. チーム員100万人における連携企業・団体の更なる拡大
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前期に引き続き企業・団体への連携呼びかけを実施しております。さらに、地方連携に注力するとともに、ＳＮＳ等
のＷＥＢコミュニティの活用やメディアとの連携を積み重ねチーム員100万人につなげていきます。
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③-3「チーム員100万人の達成」における、後期の想定チーム員獲得数

8月10日現在のチーム員数
618,692人

今後、後期末までに獲得が想定されるチーム員数
確度Ａ（ほぼ確定が見込まれる数字）

603,400人
確度Ｂ（実施が見込まれるが数字が不確定）

110,300人
確度Ｃ（実施の可能性はあるが不確定）

110,000人

現在のチーム員数＋確度Ａ

1,222,092人
現在のチーム員数＋確度Ａ＋確度Ｂ

1,332,392人
現在のチーム員数＋確度Ａ＋確度Ｂ＋確度Ｃ

1,442,392人

前期に地道に行ってきた企業・団体への協力依頼や、県単位での連携呼びかけの成果が後期の多数のチーム
員獲得に繋がっています。
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③-4「チーム員100万人の達成」における、後期に実現するチーム員獲得事例①

松下電器産業株式会社 「Ｎのエコ計画」 マイバッグ展開施策松下電器産業株式会社 「Ｎのエコ計画」 マイバッグ展開施策
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③-4「チーム員100万人の達成」における、後期に実現するチーム員獲得事例②

日立グループ マイバッグ20万人大作戦日立グループ マイバッグ20万人大作戦

日立と連携し、日立グループ国内社員２１万人全員が

チーム・マイナス６％へチーム員登録を行うと同時に、全員にマイバックを配布します。

また、配布後もマイバッグを利用した施策をＷＥＢ等で展開、

チーム・マイナス６％事務局の機能を活用し地球温暖化防止活動をサポートしていきます。

想定チーム員獲得数
２１０，０００名

日
立
Ｇ
国
内
社
員
の
チ
ー
ム
員
登
録

日立オリジナルマイバッグを配布日立オリジナルマイバッグを配布 活動成果をＷＥＢで展開活動成果をＷＥＢで展開
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③-4「チーム員100万人の達成」における、後期に実現するチーム員獲得事例③

キリンビバレッジ／三菱自動車チーム員獲得施策キリンビバレッジ／三菱自動車チーム員獲得施策

社内メール（Ｎｏｔｅメール）を活用して、社員に対してチーム員参加を呼びかけをしてもらいます。

社内メールで社長からのメッセージと、チーム員参加の呼びかけます。

メール内にチーム員参加の希望の有無を問うボタンと、6つのアクションの選択ボタンが実装され、

ボタンをクリックすることで、チーム員登録人数をカウントする仕組みになっています。

社員向け 社内メール文書（例）社員向け 社内メール文書（例）


